
『岩崎純一全集』第四巻「序説、総記（四）」 

 
岩
崎 

純
一 

著 

  

『
岩
崎
純
一
全
集
』 

第
四
巻
「
序
説
、
総
記
（
四
）」 

 

岩
崎
純
一
の
活
動
に
関
わ
る
協
力
要
請
者
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、
出
版
者
に

関
す
る
序
説 

 
編
纂
、
監
修 

 

岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
『
岩
崎
純
一
全
集
』
編
纂
局
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巻
頭
言 

  

本
巻
は
、
『
岩
崎
純
一
全
集
』
の
第
四
巻
を
成
し
、
岩
崎
の
活
動
に
関
し
て
、

岩
崎
に
協
力
を
要
請
し
、
岩
崎
を
研
究
し
、
岩
崎
を
被
験
者
と
し
て
実
験
を
実

施
し
、
ま
た
は
『
全
集
』
の
一
部
を
出
版
す
る
者
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ

る
。 

 

目
次 

 

巻
頭
言 

 

第
一
編 

協
力
要
請
者
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、
出
版
者
に
つ
い
て
の
解

説 

第
一
部 

協
力
要
請
者
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、
出
版
者
の
定
義 

第
二
部 

岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
連
絡
先
、
メ
ー
ル
等 

第
三
部 

協
力
要
請
者
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、
出
版
者
の
リ
ス
ト 

 

第
一
章 

リ
ス
ト
の
掲
載
方
法
及
び
留
意
事
項 

第
二
章 

教
育
機
関
（
一
条
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
等
）、
研
究
機

関
の
リ
ス
ト 

 
 

第
一
節 

国
立
大
学
（
一
条
校
） 

 
 

第
二
節 

公
立
大
学
（
一
条
校
） 

 
 

第
三
節 

私
立
大
学
（
一
条
校
） 

 
 

第
四
節 

特
殊
法
人
等 

 
 

第
五
節 

個
人
、
非
法
人
、
学
会 

第
六
節 

高
等
学
校
、
中
学
校
等
（
一
条
校
） 

 

第
三
章 

神
道
、
仏
教
関
連
団
体 

第
四
章 

思
想
、
宗
教
関
連
団
体 

 

第
五
章 

旧
華
族
、
日
本
芸
道
関
連
団
体 

 

第
六
章 

医
師
、
病
院 

 
 
 

第
七
章 

女
性
グ
ル
ー
プ
及
び
女
性
専
用
施
設
（
女
性
寮
、
女
性
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
、
精
神
障
害
女
性
、
犯
罪
被
害
女
性
収
容
施
設
等
） 

 

第
八
章 

出
版
者
（
出
版
社
、
大
学
出
版
会
等
）
の
リ
ス
ト 

 
 

第
一
節 

出
版
社
及
び
教
育
機
関
付
属
の
出
版
者
（
大
学
出
版
会
等
） 

 
 

第
二
節 

電
子
書
籍
販
売
サ
イ
ト
（
電
子
書
店
） 

 
 

第
三
節 

同
人
サ
ー
ク
ル 

 

第
九
章 

マ
ス
メ
デ
ィ
ア 

 
 

第
一
節 

テ
レ
ビ
局 

 
 

第
二
節 

新
聞 

 

第
十
章 

会
社
、
商
業 

 

第
十
一
章 

芸
能
界
、
文
化
人 

第
二
編 

協
力
要
請
者
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、
出
版
者
か
ら
の
協
力
要

請 

 
 

第
一
部 

協
力
方
法 

 
 

第
二
部 

協
力
を
受
け
ら
れ
る
者 

 
 

第
三
部 

協
力
を
受
け
が
た
い
、
ま
た
は
受
け
ら
れ
な
い
者 

 
 
 

第
一
章 

協
力
を
受
け
が
た
い
、
ま
た
は
受
け
ら
れ
な
い
者 

 
 
 

第
二
章 

イ
エ
ロ
ー
リ
ス
ト
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト 

第
四
部 

例
外
条
件 
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第
五
部 

特
殊
要
請
者
か
ら
の
協
力
要
請 

 
 
 

第
一
章 

精
神
に
障
害
を
有
す
る
者 

 
 
 

第
二
章 

身
体
に
障
害
を
有
す
る
者 

 
 
 

第
三
章 

一
般
国
民
生
活
と
は
異
な
る
言
語
・
文
字
体
系
、
暦
法
、
度

量
衡
、
慣
習
、
住
居
等
に
よ
っ
て
生
活
す
る
者
（
巫
女
等
） 

 
 

第
六
部 

海
外
か
ら
の
協
力
要
請 

 

第
三
編 

「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」（IJ

C
A

）
及
び 

 
 
 
 
 

『
岩
崎
純
一
全
集
』
（IJ

C
W

）
の
研
究 

第
四
編 

「
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
」
（IJ

A
I

）
へ
の
協
力
の
要
請 

第
五
編 

「
岩
崎
式
十
進
分
類
法
」（IJ

D
C

）
の
研
究 

第
六
編 

IJ
C

A

及
びIJ

C
W

の
提
供
等
に
関
す
る
具
体
的
要
請 

第
一
部 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
容
の
提
供
の
要
請 

第
二
部 

閲
覧
室
へ
の
入
室
申
請
及
び
非
公
開
著
作
物
等
の
閲
覧
申
請 

第
三
部 

書
籍
、
学
術
誌
、
論
文
の
出
版 

第
四
部 

新
た
な
著
作
物
の
執
筆
・
制
作
の
要
請 

第
五
部 

IJ
C

A

・IJ
C

W

へ
の
自
作
の
収
録
の
要
望 

 

第
七
編 

岩
崎
純
一
の
外
部
活
動
（
講
義
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
新
規
著

作
物
の
制
作
等
）
の
要
請 

 
 

第
一
部 

概
要 

 
 

第
二
部 

執
筆
・
講
義
・
講
話
・
ゼ
ミ
・
特
別
講
座
・
対
談
・
実
験
協
力
・

取
材
協
力
・
メ
デ
ィ
ア
出
演
等
の
依
頼
に
つ
い
て 

第
三
部 

共
感
覚
関
連
の
研
究
者
や
学
生
か
ら
の
依
頼
に
つ
い
て 

（
共
感
覚
等
に
関
す
る
実
験
・
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
ア
ン

ケ
ー
ト
へ
の
協
力
の
依
頼
や
他
の
被
験
者
の
紹
介
の
依
頼
に
つ

い
て
） 

第
四
部 

和
歌
等
の
特
殊
文
芸
作
品
の
購
入
・
使
用
の
要
望
、
和
歌
の
制

作
・
解
読
・
解
釈
の
依
頼
に
つ
い
て 

第
五
部 

楽
曲
等
の
無
形
芸
術
作
品
の
購
入
・
使
用
の
要
望
、
作
曲
・
編

曲
の
依
頼
に
つ
い
て 

第
六
部 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
の
依
頼
に
つ
い
て 

第
七
部 

女
性
専
用
ウ
ェ
ブ
ス
ペ
ー
ス
及
び
岩
崎
と
連
携
し
て
い
る
女
性

専
用
施
設
と
そ
の
閲
覧
室
に
関
す
る
質
問
・
相
談
・
依
頼
、
及

び
岩
崎
か
ら
女
性
へ
の
逆
要
請
に
つ
い
て 

第
八
部 

岩
崎
を
研
究
・
招
聘
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
の
特
記
事
項 

 

第
一
章 

研
究
の
ご
報
告
の
お
願
い
及
び
研
究
者
・
ご
研
究
内
容
の
リ

ス
ト
の
提
供
に
つ
い
て 

 

第
二
章 

岩
崎
純
一
の
女
性
施
設
へ
の
招
聘
に
つ
い
て 

 

第
三
章 

女
性
に
よ
る
岩
崎
に
つ
い
て
の
研
究
・
執
筆
・
学
術
サ
ー
ク

ル
開
催
な
ど
の
優
勢
に
つ
い
て 

第
八
編 

法
令
に
基
づ
く
表
示 

第
一
部 

「
甲
乙
」
の
定
義 

第
二
部 

「
各
種
の
著
作
物
」
の
定
義 

第
三
部 

謝
礼
等
の
支
払
い
に
つ
い
て 

第
四
部 

個
人
情
報
保
護
方
針
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
表
示 

 

第
九
編 
個
別
の
活
動
に
係
る
協
力
要
請
者
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、
出
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版
者
向
け
の
内
部
規
程
ま
た
は
注
意
・
留
意
・
表
記
事
項
の
策
定

及
び
そ
の
内
容 

第
一
部 

概
要 

 

第
二
部 

日
本
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
、
脳
ブ
ー
ム
、
超
常
現
象
・

オ
カ
ル
ト
科
学
ブ
ー
ム
、
カ
ル
ト
・
新
宗
教
団
体
等
の
現
状
に

鑑
み
た
、
共
感
覚
等
の
扱
い
に
関
す
る
留
意
事
項 

 

第
三
部 

統
合
失
調
症
、
不
安
障
害
、
解
離
性
同
一
性
障
害
、
発
達
障
害
、

共
感
覚
等
、
国
民
間
で
各
種
の
偏
見
問
題
や
実
在
性
・
信
憑
性

へ
の
疑
義
論
争
が
存
在
す
る
知
覚
様
態
・
精
神
疾
患
に
関
す
る

留
意
事
項 

 

第
四
部 

精
神
疾
患
者
等
の
個
人
情
報
の
扱
い
、
お
よ
び
Ｄ
Ｖ
・
暴
力
・

虐
待
等
の
加
害
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て 

 

第
五
部 

公
的
機
関
の
相
談
窓
口
や
警
察
等
へ
の
相
談
・
通
報
の
重
要
性

に
つ
い
て 

 

第
六
部 

IJ
C

A

及
び

IJ
C

W

の
編
集
・
編
纂
の
た
め
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

内
の
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
、
及
び
、
岩
崎
純
一
と
連
携
し
て
い

る
各
女
性
専
用
施
設
と
そ
の
閲
覧
室
に
つ
い
て 

 

第
七
部 

日
本
共
感
覚
研
究
会
に
関
す
る
留
意
事
項 

 

第
八
部 

超
音
波
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
東
京
に
関
す
る
留
意
事
項 

 

第
九
部 

岩
崎
式
日
本
語
に
関
す
る
留
意
事
項 

 
 

第
十
部 

よ
く
あ
る
ご
質
問
と
回
答 
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二
〇
一
二
年
十
月
十
三
日 

起
筆 

二
〇
一
五
年
五
月
十
三
日 

改
定 

二
〇
一
六
年
二
月
十
七
日 

改
定 

二
〇
一
六
年
二
月
二
十
一
日 

公
開 

二
〇
一
七
年
三
月
二
十
六
日 

改
定 

 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
三
日 

改
定 

二
〇
一
八
年
四
月
十
五
日 

最
終
改
定 

  

第
一
編 

協
力
要
請
者
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、
出
版
者
に
つ
い
て
の
解
説 

 

第
一
部 

協
力
要
請
者
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、
出
版
者
の
定
義 

  

以
下
、
協
力
要
請
者
と
は
、
岩
崎
純
一
を
研
究
し
、
ま
た
は
自
身
の
研
究
活

動
や
担
当
講
義
の
充
実
、
科
学
実
験
、
出
版
活
動
、
個
人
の
教
養
の
向
上
等
の

た
め
に
岩
崎
純
一
に
協
力
・
参
加
を
要
請
し
、
ま
た
は
岩
崎
の
あ
ら
ゆ
る
著
作

物
ま
た
は
活
動
の
成
果
物
の
い
ず
れ
か
の
提
供
を
要
望
す
る
全
て
の
者
を
い
う
。

広
義
に
は
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、
出
版
者
等
が
含
ま
れ
る
。 

協
力
要
請
者
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、
出
版
者
等
を
合
わ
せ
て
協
力
要
請

者
等
と
総
称
す
る
。
協
力
要
請
者
等
に
は
、
岩
崎
に
協
力
要
請
を
行
う
限
り
、

岩
崎
の
著
作
物
の
編
集
、
編
纂
、
監
修
、
管
理
ま
た
は
活
動
に
直
接
携
わ
る
等
、

第
三
巻
に
述
べ
る
協
力
者
、
参
加
者
（
別
途
定
め
る
）
と
な
っ
た
者
を
も
含
め

る
。 

 

活
動
の
意
思
が
自
然
人
の
自
由
意
思
に
還
元
さ
れ
ず
、
学
校
法
人
等
の
法
人

の
一
部
ま
た
は
権
利
能
力
な
き
社
団
ま
た
は
民
法
上
の
組
合
の
そ
れ
で
あ
る
と

解
さ
れ
る
人
間
集
団
（
学
会
、
大
学
の
研
究
室
、
学
術
サ
ー
ク
ル
等
）
で
あ
っ

て
も
、
学
術
活
動
の
主
体
で
あ
る
な
ら
ば
、
協
力
要
請
等
の
主
体
た
り
得
る
。

岩
崎
は
い
つ
で
も
、
研
究
機
関
や
教
育
機
関
な
ど
の
関
連
団
体
に
協
力
し
、
連

携
を
積
極
的
に
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
中
で
も
出
版
者
と
は
、
岩
崎
純
一
か
ら
出
版
権
や
著
作
隣
接
権
等
の

譲
渡
を
受
け
る
契
約
を
締
結
し
て
岩
崎
の
著
作
物
を
販
売
す
る
な
ど
、
岩
崎
の

著
作
物
の
利
用
に
あ
た
っ
て
岩
崎
と
利
害
関
係
に
あ
る
営
利
企
業
（
岩
崎
の
書

籍
の
出
版
社
）
と
そ
の
使
用
人
（
そ
の
社
員
等
）
を
い
う
。 

出
版
社
で
な
く
、
岩
崎
の
著
作
物
の
無
償
提
供
の
代
行
や
研
究
費
で
の
刊
行

を
行
う
大
学
等
の
発
行
人
、
発
行
所
、
刊
行
人
、
刊
行
所
は
、
随
時
、
出
版
者

で
は
な
く
協
力
要
請
者
に
含
め
る
こ
と
が
あ
る
。 

概
ね
、
研
究
所
幹
部
ス
タ
ッ
フ
は
協
力
者
等
の
一
部
、
協
力
者
等
は
協
力
要

請
者
等
の
一
部
、
協
力
要
請
者
等
は
利
用
者
等
の
一
部
で
あ
り
、
利
用
者
等
は
、

岩
崎
へ
の
協
力
が
深
ま
る
に
つ
れ
て
順
次
、
協
力
要
請
者
等
、
協
力
者
等
、
幹

部
ス
タ
ッ
フ
へ
と
昇
格
し
て
い
く
。
但
し
、
昇
格
後
の
振
る
舞
い
に
違
法
性
が

な
い
限
り
、
降
格
や
追
放
等
の
処
分
は
な
い
。 

こ
れ
ら
の
人
的
分
類
は
、
岩
崎
か
ら
の
各
人
に
対
す
る
協
力
の
程
度
と
内
容

で
は
な
く
、
各
人
か
ら
の
岩
崎
に
対
す
る
協
力
の
程
度
と
内
容
に
基
づ
い
て
い

る
。
し
か
し
、
岩
崎
は
、
協
力
者
等
に
対
す
る
協
力
・
返
礼
を
行
っ
て
い
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
協
力
要
請
者
等
か
ら
の
ほ
と
ん
ど
の
要
請
・
依
頼
に
積
極
的
に

応
じ
て
お
り
、
利
用
者
等
の
み
に
含
ま
れ
る
者
に
対
し
て
も
、
内
容
に
よ
り
協

力
を
惜
し
ま
な
い
。 
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利
用
者
、 

情
報
提
供
者 

相
談
者 

協
力
要
請
者
、 

研
究
者
、 

実
験
実
施
者
、 

出
版
者 

岩
崎
純
一
（IJ

A
I

、IJ
C

A

、IJ
C

W

、IJ
D

C

の
全
権
保
持
者
）、 

幹
部
ス
タ
ッ
フ 

協
力
者
、 

参
加
者 

  

      

 
 

↓
協
力
、
参
加 

 

↓
協
力
要
請
、
研
究
、
実
験
等 

 

↓
利
用
、
情
報
提
供
等 

 
 

↑
受
入
、
登
用 

 

↑
協
力
、
参
加
、
権
利
譲
渡
等 

 

↑
回
答
、
権
利
情
報
等 

    

 

第
二
部 

岩
崎
純
一
及
びIJ

A
I

の
連
絡
先
、
メ
ー
ル
等 

  

第
二
巻
に
掲
載
。 

 

第
三
部 

協
力
要
請
者
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、
出
版
者
の
リ
ス
ト 

  

二
〇
〇
四
年
一
月
十
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
四
年
四
月
二
十
四
日 

公
開 

 

二
〇
〇
九
年
十
月
一
日 

更
新 

 

二
〇
〇
九
年
十
月
五
日 

更
新 

 

二
〇
一
七
年
六
月
十
日 

更
新 

 

二
〇
一
七
年
七
月
二
十
四
日 

更
新 

 

二
〇
一
九
年
一
月
三
日 

更
新 

 

二
〇
一
九
年
二
月
十
六
日 

更
新 

 

二
〇
一
九
年
三
月
十
日 

更
新 

 

二
〇
一
九
年
五
月
二
十
五
日 

更
新 

 

二
〇
一
九
年
十
月
十
三
日 

最
終
更
新 

  
 
 

第
一
章 

リ
ス
ト
の
掲
載
方
法
及
び
留
意
事
項 

  

こ
こ
に
は
、
岩
崎
が
協
力
要
請
（
依
頼
等
）
を
受
け
て
講
義
、
ゼ
ミ
、
特
別

講
座
、
講
演
、
講
話
会
、
学
術
研
究
・
調
査
、
共
感
覚
等
の
被
験
者
や
共
感
覚

研
究
者
と
し
て
の
実
験
・
研
究
協
力
等
を
実
施
し
た
教
育
機
関
や
研
究
機
関
そ

の
他
の
団
体
の
名
、
及
び
、
岩
崎
か
ら
著
作
権
の
一
部
の
譲
渡
を
受
け
て
そ
の

著
作
物
を
出
版
・
刊
行
す
る
外
部
出
版
者
（
出
版
社
、
大
学
出
版
会
等
）
の
名

を
列
挙
す
る
。（
敬
称
略
） 

 

当
該
機
関
の
協
力
要
請
者
、
依
頼
者
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、
担
当
者
個

人
（
教
員
、
学
生
等
）
の
氏
名
に
つ
い
て
は
、
閲
覧
希
望
者
は
個
別
に
岩
崎
ま

で
問
い
合
わ
せ
よ
。
問
い
合
わ
せ
を
受
け
次
第
、
岩
崎
と
こ
れ
ら
協
力
要
請
者

等
と
が
共
同
作
成
・
管
理
す
る
リ
ス
ト
を
送
付
す
る
。
但
し
、
一
部
の
氏
名
に

つ
い
て
は
、
本
項
の
ほ
か
、
活
動
総
年
表
内
に
も
記
す
。 
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同
じ
大
学
の
複
数
の
学
部
・
学
科
や
同
じ
機
関
の
複
数
の
内
部
部
署
に
お
い

て
講
義
、
ゼ
ミ
、
特
別
講
座
、
講
演
、
講
話
会
、
学
術
研
究
・
調
査
、
実
験
協

力
等
を
行
っ
た
場
合
、
学
部
・
学
科
・
内
部
部
署
の
名
称
を
列
挙
し
た
。 

 

各
大
学
・
研
究
機
関
と
岩
崎
と
の
契
約
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
岩
崎
の
職
階

名
は
、
第
一
巻
に
列
挙
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
主
な
講
義
、
ゼ
ミ
、
特
別
講
座
、
講
演
、
講
話
会
、
学
術
研
究
・

調
査
、
実
験
協
力
等
は
、
活
動
総
覧
・
活
動
総
年
表
を
見
よ
。 

ま
た
、
大
学
、
高
等
学
校
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
学
生
・
生
徒
向
け
に
、

学
校
別
の

IJ
C

A

資
料
収
録
先
リ
ス
ト
を
別
添
資
料
と
し
て
作
成
し
て
あ
る
の

で
、
参
照
せ
よ
。 

 

第
二
章 

教
育
機
関
（
一
条
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
等
）、
研
究
機

関
の
リ
ス
ト 

  
 
 
 

第
一
節 

国
立
大
学
（
一
条
校
） 

 

● 

宇
都
宮
大
学 

● 

岡
山
大
学 


 

文
学
部
人
文
学
科
行
動
科
学
コ
ー
ス
心
理
学
専
攻 

● 

京
都
大
学 


 

人
間
・
環
境
学
研
究
科
質
的
心
理
学
研
究
会 

● 

筑
波
大
学 


 

シ
ス
テ
ム
情
報
工
学
研
究
科
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻

C
A

V
E

 L
a

b
.

（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
室
） 


 

情
報
学
群
知
識
情
報
・
図
書
館
学
類 

● 

東
京
大
学 


 

大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
（
文
学
部
）
心
理
学
研
究
室
（
統
合
的

認
知
研
究
グ
ル
ー
プ
、
旧
高
次
視
覚
研
究
グ
ル
ー
プ
） 


 

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
養
学
科
・
超
域
文
化
科
学
分
科 


 

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
広
域
科
学
専
攻
広
域
シ
ス
テ
ム
科
学
系 


 

大
学
院
情
報
理
工
学
系
研
究
科
電
子
情
報
学
専
攻 


 

大
学
院
工
学
系
研
究
科
電
気
系
工
学
専
攻
融
合
情
報
学
コ
ー
ス 

メ
デ
ィ
ア
・
知
能
・
計
算
分
野 


 

文
学
部
言
語
文
化
学
科 


 

教
育
学
部
教
育
心
理
学
コ
ー
ス 


 

大
学
院
教
育
学
研
究
科
臨
床
心
理
学
コ
ー
ス 


 

大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科 


 

理
学
部 

● 

東
京
藝
術
大
学 


 

美
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
科
、
美
術
研
究
科 

● 

東
京
工
業
大
学 


 

工
学
部
（
学
院
制
に
移
行
） 

● 

奈
良
女
子
大
学 


 

文
学
部 


 

人
間
文
化
研
究
科 

● 

広
島
大
学 
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教
育
学
部 

  
 
 
 

第
二
節 

公
立
大
学
（
一
条
校
） 

 

● 

会
津
大
学 


 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
理
工
学
部
数
理
情
報
科
学
講
座 

  
 
 
 

第
三
節 

私
立
大
学
（
一
条
校
） 

 

● 

大
妻
女
子
大
学 


 

家
政
学
部
被
服
学
科 


 

文
学
部
日
本
文
学
科 

● 

川
崎
医
療
福
祉
大
学 


 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部 

● 

吉
備
国
際
大
学 


 

保
健
科
学
部
作
業
療
法
学
科 

● 

共
立
女
子
大
学 


 

家
政
学
部
被
服
学
科 

● 

駒
沢
女
子
大
学 


 

人
文
学
部
日
本
文
化
学
科 

● 

十
文
字
学
園
女
子
大
学 


 

人
間
生
活
学
部
人
間
発
達
心
理
学
科 

● 

上
智
大
学 


 

総
合
人
間
科
学
部
心
理
学
科 

● 

昭
和
女
子
大
学 


 

人
間
文
化
学
部 

● 

専
修
大
学 


 

文
学
部
心
理
学
科
（
人
間
科
学
部
心
理
学
科
へ
改
組
） 


 

人
間
科
学
部
心
理
学
科 


 

専
修
大
学
人
間
科
学
学
会 


 

文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科 

● 

大
正
大
学 


 

大
学
院
文
学
研
究
科 

● 

津
田
塾
大
学 


 

国
際
関
係
学
科 

● 

帝
京
短
期
大
学 


 

食
物
栄
養
専
攻
栄
養
士
コ
ー
ス 

● 

東
京
家
政
学
院
大
学 


 

現
代
生
活
学
部 

● 

東
京
工
芸
大
学 


 

芸
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
学
科 

● 

常
磐
会
学
園
大
学 


 

国
際
こ
ど
も
教
育
学
部 

● 
日
本
女
子
大
学 


 

人
間
社
会
学
部 

● 

日
本
大
学 
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藝
術
学
部
文
芸
学
科 


 

藝
術
学
部
図
書
館 

● 
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学 


 

文
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科 


 

大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
語
日
本
文
学
専
攻 


 

附
属
図
書
館
、
清
心
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ 

● 

文
化
学
園
大
学
（
文
化
女
子
大
学
の
項
を
見
よ
。
） 


 

造
形
学
部 


 

大
学
院
生
活
環
境
学
研
究
科 

● 

文
化
女
子
大
学
（
文
化
学
園
大
学
と
し
て
の
男
女
共
学
化
に
よ
り
廃
止
） 


 

造
形
学
部
（
文
化
学
園
大
学
へ
の
移
行
後
も
継
続
） 


 

大
学
院
生
活
環
境
学
研
究
科
（
文
化
学
園
大
学
へ
の
移
行
後
も
継
続
） 

● 

武
蔵
野
女
子
大
学
（
武
蔵
野
大
学
と
し
て
の
男
女
共
学
化
に
よ
り
廃
止
） 


 

文
学
部
日
本
文
学
科
（
武
蔵
野
大
学
へ
の
移
行
後
も
継
続
） 

● 

武
蔵
野
大
学 


 

看
護
学
部
看
護
学
科 


 

文
学
部
日
本
文
学
科
（
武
蔵
野
女
子
大
学
の
項
を
見
よ
。） 

● 

立
教
大
学 


 

現
代
心
理
学
部
心
理
学
科 

● 

立
命
館
大
学 


 

白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所 

● 

早
稲
田
大
学 


 

第
一
文
学
部
（
現
在
は
廃
止
） 


 

文
学
学
術
院
・
文
化
構
想
学
部
現
代
人
間
論
系 


 

基
幹
理
工
学
部
表
現
工
学
科 


 

先
進
理
工
学
部
物
理
学
科 

  
 
 
 

第
四
節 

特
殊
法
人
等 

 

● 

産
業
技
術
総
合
研
究
所
（A

IS
T

） 

  
 
 
 

第
五
節 

個
人
、
非
法
人
、
学
会 

  

こ
こ
に
は
、
前
述
の
教
育
機
関
に
所
属
す
る
者
の
う
ち
、
岩
崎
に
対
す
る
協

力
要
請
、
研
究
、
実
験
実
施
、
出
版
行
為
を
個
人
と
し
て
行
っ
た
者
（
教
育
機

関
等
に
お
け
る
岩
崎
の
講
演
を
依
頼
し
た
際
に
、
教
育
機
関
名
で
は
な
く
個
人

名
を
記
し
た
契
約
を
交
わ
し
た
者
）
、
岩
崎
を
講
師
と
し
て
大
学
に
複
数
回
に
わ

た
り
招
聘
し
た
者
、
ま
た
は
、
前
述
の
教
育
機
関
に
所
属
し
な
い
が
、
自
著
や

自
ら
の
論
文
等
に
お
い
て
個
人
と
し
て
岩
崎
の
活
動
を
頻
繁
に
紹
介
し
そ
の
著

作
物
を
頻
用
し
て
い
る
者
等
、
と
り
わ
け
岩
崎
と
の
学
術
的
関
係
の
深
い
者
を

記
す
。（
敬
称
略
。
肩
書
き
は
、
岩
崎
と
の
最
後
の
学
術
的
関
係
時
に
お
け
る
も

の
を
記
す
。） 

 

こ
こ
に
は
、
学
会
も
列
挙
す
る
。
学
会
の
中
に
は
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に

よ
り
、
一
般
法
人
ま
た
は
公
益
法
人
に
移
行
す
る
も
の
も
増
加
し
て
い
る
が
、

非
法
人
で
あ
る
学
会
も
な
お
多
く
存
在
し
、
法
律
上
の
権
利
の
主
体
が
学
会
の

代
表
者
個
人
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
に
ま
と
め
て
記
す
。 
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（
敬
称
略
） 

 
● 
草
野
慶
子
（
早
稲
田
大
学
文
化
構
想
学
部
現
代
人
間
論
系
教
授
） 

● 

清
水
正
（
日
本
大
学
藝
術
学
部
日
本
大
学
大
学
院
教
授
） 

h
ttp

s://w
w

w
.sh

im
i-m

a
sa

.co
m

/

（
清
水
正
研
究
室 

o
n

 th
e
 w

e
b

） 

h
ttp

s://sh
im

iz
u

m
a

sa
sh

i.h
a

te
n

a
b

lo
g
.co

m
/

（
清
水
正
ブ
ロ
グ
） 

● 

下
原
敏
彦
（
日
本
大
学
藝
術
学
部
非
常
勤
講
師
） 

h
ttp

://sh
im

o
h

a
ra

.n
e
t/

（
土
壌
館 

創
作
道
場
） 

● 

下
原
康
子
（
司
書
・
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
情
報
専
門
員
） 

h
ttp

://sh
im

o
h

a
ra

.n
e
t/n

ito
n

a
/y

a
su

k
o
.h

tm

（
あ
る
医
学
図
書
館
員
の

軌
跡
） 

● 

関
根
ひ
か
り
（
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
） 

h
ttp

://w
w

w
.h

ik
a

rise
k

in
e
.co

m
/

（S
E

K
IN

E
 H

IK
A

R
I

） 

● 

遠
森
慶
（
執
筆
業
） 

h
ttp

s://w
w

w
.to

m
o
rik

e
i.co

m

（
共
感
覚 

明
晰
夢 
不
思
議
の
国
の
ア

リ
ス
症
候
群
（A

IW
S

） 

遠
森
慶
の
こ
こ
ろ
の
な
か
） 

● 

西
成
活
裕
（
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
） 

h
ttp

://p
a

rk
.itc.u

-to
k

y
o
.a

c.jp
/tk

n
ish

i/

（
東
京
大
学 

西
成
総
研
） 

● 

西
村
多
寿
子
（
プ
レ
ミ
ア
ム
医
学
英
語
教
育
事
務
所
代
表
） 

h
ttp

://w
w

w
.p

re
m

iu
m

-e
n

g
lish

.b
iz

/

（
プ
レ
ミ
ア
ム
医
学
英
語
教
育
事

務
所
） 

● 

日
本
共
感
覚
協
会
（
東
京
大
学
総
合
文
化
研
究
科
、
松
田
英
子
） 

● 

日
本
質
的
心
理
学
会
（
日
本
質
的
心
理
学
会
研
究
交
流
委
員
会
、
京
都
大

学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
質
的
心
理
学
研
究
会
） 

h
ttp

://w
w

w
.ja

q
p

.jp
/

（
日
本
質
的
心
理
学
会
） 

● 

日
本
大
学
藝
術
学
部
マ
ス
コ
ミ
研
究
会 

h
ttp

://n
u

a
rtm

a
su

k
e
n

.ju
g
e
m

.jp
/

（
日
芸
マ
ス
コ
ミ
研
究
会
） 

● 

プ
ラ
ネ
タ
ー
リ
ア
ム
銀
河
座 

h
ttp

://w
w

w
.g

in
g
a

z
a

.jp
/

（
プ
ラ
ネ
タ
ー
リ
ア
ム
銀
河
座
） 

● 

松
本
孝
幸
（
山
口
県
公
立
高
校
教
諭
、
元
総
合
支
援
学
校
教
諭
） 

h
ttp

://m
a

tu
m

o
to

-t.b
lu

e
.co

o
ca

n
.jp

/

（
読
書
倶
楽
部
通
信
） 

● 

峯
松
信
明
（
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
電
気
系
工
学
専
攻
教
授
） 

h
ttp

://w
w

w
.g

a
v
o
.t.u

-to
k

y
o
.a

c.jp
/~

m
in

e
/ja

p
a
n

e
se

/

（
峯
松
信
明
＆

峯
松
研
究
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 

● 

ソ
コ
ロ
ワ
山
下
聖
美
（
日
本
大
学
藝
術
学
部
文
芸
学
科
教
授
） 

h
ttp

s://y
a

m
a

sh
ita

-k
iy

o
m

i.n
e
t/

（
ソ
コ
ロ
ワ
山
下
聖
美 

文
芸
研
究
室
） 

● 

湯
澤
優
美
（
専
修
大
学
↓
ト
ラ
ン
ス
コ
ス
モ
ス
） 

● 

渡
辺
未
来
（
建
築
事
務
所
所
属
） 

  
 
 
 

第
六
節 

高
等
学
校
、
中
学
校
等
（
一
条
校
） 

 

● 

鷗
友
学
園
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校 

● 

北
杜
市
立
甲
陵
中
学
校 

● 
清
教
学
園
中
学
校 

● 
東
京
家
政
大
学
附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校 

● 

豊
島
岡
女
子
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校 

https://www.shimi-masa.com/
https://shimizumasashi.hatenablog.com/
https://shimizumasashi.hatenablog.com/
http://shimohara.net/
http://shimohara.net/
http://shimohara.net/nitona/yasuko.htm
http://shimohara.net/nitona/yasuko.htm
http://www.hikarisekine.com/
http://www.hikarisekine.com/
https://www.tomorikei.com/
https://www.tomorikei.com/
http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/tknishi/
http://www.premium-english.biz/
http://www.jaqp.jp/
http://www.jaqp.jp/
http://nuartmasuken.jugem.jp/
http://nuartmasuken.jugem.jp/
http://www.gingaza.jp/
http://www.gingaza.jp/
http://matumoto-t.blue.coocan.jp/
http://www.gavo.t.u-tokyo.ac.jp/~mine/japanese/
https://yamashita-kiyomi.net/
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第
三
章 

神
道
、
仏
教
関
連
団
体 

  

詳
し
く
は
個
別
に
岩
崎
ま
で
問
い
合
わ
せ
よ
。 

● 

比
丘
尼
御
所
（
尼
門
跡
） 

● 

大
日
女
尊
神
社
（
野
寄
財
産
区
管
理
会
） 

● 

真
宗
大
谷
派
證
願
寺 

 

第
四
章 

思
想
、
宗
教
関
連
団
体 

  

個
別
に
岩
崎
ま
で
問
い
合
わ
せ
よ
。
と
り
わ
け
新
宗
教
・
新
々
宗
教
団
体
に

つ
い
て
は
、
岩
崎
か
ら
は
概
ね
批
判
的
立
場
と
し
て
研
究
・
講
義
等
に
参
加
し

て
い
る
。 

 

 

第
五
章 

旧
華
族
、
日
本
芸
道
関
連
団
体 

  

個
別
に
岩
崎
ま
で
問
い
合
わ
せ
よ
。 

 

 

第
六
章 

医
師
、
病
院 

  

個
別
に
岩
崎
ま
で
問
い
合
わ
せ
よ
。 

● 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
被
災
地
域 

● 

赤
城
高
原
ホ
ス
ピ
タ
ル 

  
 
 

第
七
章 

女
性
グ
ル
ー
プ
及
び
女
性
専
用
施
設
（
女
性
寮
、
女
性
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
、
精
神
障
害
女
性
、
犯
罪
被
害
女
性
収
容
施
設
等
） 

 

こ
こ
に
は
、
専
ら
女
性
た
ち
自
ら
が
岩
崎
を
め
ぐ
っ
て
立
ち
上
げ
た
グ
ル
ー

プ
や
共
同
体
を
挙
げ
る
。
詳
細
は
第
二
巻
を
見
よ
。 

 

グ
ル
ー
プ
名
称
の
あ
と
に
、
代
表
者
（
設
立
者
、
主
宰
、
幹
事
等
）
の
氏
名

及
び
主
な
参
加
大
学
の
学
生
を
記
す
。
実
際
の
会
の
主
な
開
催
場
所
も
、
こ
れ

ら
の
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
や
教
室
で
あ
る
。
そ
の
他
、
様
々
な
女
性
施
設
や
喫

茶
店
で
の
開
催
が
多
い
。 

な
お
、
後
述
の
例
外
規
定
に
よ
り
、
岩
崎
の
知
己
の
者
、
交
流
し
て
い
る
巫

女
等
で
、
実
名
以
外
の
職
階
名
、
社
家
名
、
源
氏
名
等
を
有
し
、
こ
れ
を
用
い

て
生
活
し
て
い
る
女
性
は
、
そ
の
特
殊
名
を
記
す
。 

 

一
方
、
岩
崎
自
身
が
設
立
者
・
主
宰
で
、
旧
「
岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」

の
訪
問
者
の
交
流
会
で
あ
る
「
岩
崎
純
一
の
個
人
交
流
会
・
勉
強
会
」
、
及
び
そ

の
内
部
サ
ー
ク
ル
の
扱
い
で
あ
る
（
あ
っ
た
）
各
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
第

二
巻
を
見
よ
。 

 

● 

「
空
木
会
（
う
つ
ぎ
か
い
）」 


 

小
野
薫
枝 

● 
「
花
薄
会
（
は
な
す
す
き
か
い
）（
岩
崎
純
一
さ
ん
の
会
）」 


 

青
柳
香
織 


 

芝
倉
沙
星 
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● 

「
糸
姫
会
（
い
と
ひ
め
か
い
）」 


 

藤
山
セ
ン 

● 
「
岩
崎
純
一
さ
ん
と
の
合
同
勉
強
会
」 


 

伊
田
小
春 


 

佐
々
木
愛
華 


 

大
妻
女
子
大
学
の
学
生
・
卒
業
生 


 

駒
沢
女
子
大
学
の
学
生
・
卒
業
生 


 

十
文
字
学
園
女
子
大
学
の
学
生
・
卒
業
生 


 

専
修
大
学
の
女
子
学
生
・
卒
業
生 


 

日
本
女
子
大
学
の
学
生
・
卒
業
生 


 

文
化
学
園
大
学
の
女
子
学
生
・
卒
業
生 


 

文
化
女
子
大
学
（
文
化
学
園
大
学
と
し
て
の
男
女
共
学
化
に
よ
り
廃

止
）
の
学
生
・
卒
業
生 


 

武
蔵
野
女
子
大
学
（
武
蔵
野
大
学
と
し
て
の
男
女
共
学
化
に
よ
り
廃

止
）
の
学
生
・
卒
業
生 


 

武
蔵
野
大
学
の
女
子
学
生
・
卒
業
生 

● 

「
岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会
」 


 

佐
々
美
世
子 


 

上
野
紗
奈 


 

高
島
ひ
と
み 


 

大
妻
女
子
大
学
の
学
生
・
卒
業
生 


 

共
立
女
子
大
学
の
学
生
・
卒
業
生 


 

駒
沢
女
子
大
学
の
学
生
・
卒
業
生 


 

専
修
大
学
の
女
子
学
生
・
卒
業
生 


 

帝
京
短
期
大
学
の
学
生
・
卒
業
生 


 

東
京
家
政
学
院
大
学
の
学
生
・
卒
業
生 


 

東
京
大
学
の
女
子
学
生
・
卒
業
生 


 

武
蔵
野
女
子
大
学
（
武
蔵
野
大
学
と
し
て
の
男
女
共
学
化
に
よ
り
廃

止
）
の
学
生
・
卒
業
生 

● 

「
岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」（
東
京
藝
術
大
学
内
の
特
別
講
座
と
し

て
開
催
） 


 

渡
辺
未
来 


 

東
京
藝
術
大
学
の
女
子
学
生
・
卒
業
生 

● 

「
続 

岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」（
右
の
「
会
い
た
い
会
」
参
加
女

性
に
よ
る
後
継
グ
ル
ー
プ
） 


 

大
妻
女
子
大
学
の
学
生
・
卒
業
生 


 

共
立
女
子
大
学
の
学
生
・
卒
業
生 


 

駒
沢
女
子
大
学
の
学
生
・
卒
業
生 


 

昭
和
女
子
大
学
の
学
生
・
卒
業
生 


 

専
修
大
学
の
女
子
学
生
・
卒
業
生 


 

東
京
家
政
学
院
大
学
の
学
生
・
卒
業
生 


 

文
化
学
園
大
学
の
女
子
学
生
・
卒
業
生 


 

文
化
女
子
大
学
（
文
化
学
園
大
学
と
し
て
の
男
女
共
学
化
に
よ
り
廃

止
）
の
学
生
・
卒
業
生 


 

武
蔵
野
大
学
の
女
子
学
生
・
卒
業
生 
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● 
 

右
以
外
の
グ
ル
ー
プ
及
び
施
設
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
岩
崎
ま
で
問
い
合

わ
せ
よ
。 

な
お
、
右
の
三
グ
ル
ー
プ
の
構
成
女
性
の
一
部
は
第
三
巻
に
述
べ
る
協
力

者
・
参
加
者
に
昇
格
し
、
さ
ら
に
そ
の
女
性
の
一
部
は
第
二
巻
に
述
べ
る

IJ
C

W

編
纂
者
や
特
定
女
性
ス
タ
ッ
フ
に
昇
格
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
グ
ル

ー
プ
の
女
性
は
、
女
性
専
用
施
設
内
に
て

IJ
C

W

を
閲
覧
で
き
る
閲
覧
室

を
運
営
し
て
い
る
。 

 

 

第
八
章 

出
版
者
（
出
版
社
、
大
学
出
版
会
等
）
の
リ
ス
ト 

 

 
 

第
一
節 

出
版
社
及
び
教
育
機
関
付
属
の
出
版
者
（
大
学
出
版
会
等
） 

 

● 

株
式
会
社
幻
冬
舎 

● 

株
式
会
社
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所 

● 

サ
イ
エ
ン
ス
ニ
ュ
ー
ス 

● 

小
学
館 

「
女
性
セ
ブ
ン
」 

● 

東
京
ニ
ュ
ー
ス
通
信
社 

「T
V

B
ro

s.

」
の
「
わ
ら
し
べ
マ
ッ
ド
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
ス
ト
」 

● 

公
益
財
団
法
人 

音
楽
文
化
創
造 

● 

日
本
大
学
藝
術
学
部
図
書
館 

● 

Ｄ
文
学
研
究
会 

 

 
 

第
二
節 

電
子
書
籍
販
売
サ
イ
ト
（
電
子
書
店
） 

  

こ
こ
に
は
、
岩
崎
か
ら
著
作
権
の
一
部
の
譲
渡
を
受
け
た
い
旨
の
要
請
を
自

ら
岩
崎
に
対
し
て
行
い
、
そ
の
契
約
を
岩
崎
と
直
接
締
結
し
、
岩
崎
の
著
作
物

を
販
売
し
て
い
る
電
子
書
籍
サ
イ
ト
（
運
営
者
）
等
の
み
を
記
す
。
既
に
刊
行

さ
れ
て
い
る
岩
崎
の
著
作
物
に
つ
い
て
、
法
律
及
び
刊
行
者
と
岩
崎
と
の
契
約

内
容
に
基
づ
き
、
岩
崎
に
掲
載
許
可
を
得
た
も
の
と
見
な
し
て
岩
崎
に
無
断
で

掲
載
し
て
い
る
サ
イ
ト
（
運
営
者
）、
す
な
わ
ち
岩
崎
の
著
作
権
の
一
部
を
サ
イ

ト
（
運
営
者
）
に
譲
渡
す
る
契
約
に
つ
い
て
刊
行
者
が
代
行
し
て
い
る
と
見
な

し
て
い
る
サ
イ
ト
（
運
営
者
）
は
、
第
五
巻
を
見
よ
。 

 

（
※
［ 

］
内
は
運
営
会
社
） 

● 
k

in
d

le

ス
ト
ア 

［A
m

a
z
o
n

］ 

● 
R

e
a
d

e
r S

to
re

 

［
ソ
ニ
ー
］ 

● 

紀
伊
國
屋
書
店B

o
o
k

w
e
b

／K
in

o
p

p
y
 

［
紀
伊
國
屋
書
店
］ 

● 
h

o
n

to
 

［
ト
ゥ
・
デ
ィ
フ
ァ
ク
ト
］ 

● 
G

A
L

A
P

A
G

O
S

 S
T

O
R

E
 

［
シ
ャ
ー
プ
］ 

● 

電
子
文
庫
パ
ブ
リ 

［
日
本
電
子
書
籍
出
版
社
協
会
］ 

● 

ひ
か
りT

V

ブ
ッ
ク 

［N
T

T

ぷ
ら
ら
］ 

● 

セ
ブ
ン
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ 

［
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
］ 

 

 
 

第
三
節 

同
人
サ
ー
ク
ル 

 

● 

人
工
言
語
友
の
会 
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第
九
章 

マ
ス
メ
デ
ィ
ア 

 

 
 

第
一
節 

テ
レ
ビ
局 

 

こ
こ
に
は
、
岩
崎
が
取
材
を
受
け
た
テ
レ
ビ
局
や
番
組
制
作
会
社
、
番
組
等

を
記
す
。 

 

● 

テ
レ
ビ
局 


 

N
H

K
 


 

爆
問
学
問
（
爆
笑
問
題
の
ニ
ッ
ポ
ン
の
教
養
） 

F
IL

E
1

6
5

:

「
世

界
は
も
っ
と
カ
ラ
フ
ル
だ
！
～
共
感
覚
の
フ
シ
ギ
～
」 


 

日
本
テ
レ
ビ 


 

T
B

S

テ
レ
ビ 


 

フ
ジ
テ
レ
ビ 


 

「
ホ
ン
マ
で
っ
か
！
？
Ｔ
Ｖ
」
、
「
未
来
ロ
ケ
ッ
ト
」
、
「
ナ
ダ
ー

ル
の
穴
」
、
「IP

P
O

N

グ
ラ
ン
プ
リ
」 


 

T
O

K
Y

O
 M

X
 


 

ガ
リ
レ
オ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
ガ
リ
レ
オ
Ｘ
） 

「
共
感
覚
の
ミ
ス

テ
リ
ー 

音
や
文
字
に
色
を
感
じ
る
！
？
」 

 

● 

テ
レ
ビ
番
組
制
作
会
社 


 

有
限
会
社
ア
ク
ロ 


 

「
日
本
全
国
ご
自
慢
列
島 

ジ
マ
ン
グ
」 


 

株
式
会
社
イ
ー
ス
ト
・
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト 


 

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ウ
ェ
イ
ブ 


 

「T
O

K
Y

O

プ
レ
ゼ
ン
ナ
イ
ト
」 


 

株
式
会
社
ス
タ
ッ
フ
ラ
ビ 


 

「
ホ
ン
マ
で
っ
か
！
？
Ｔ
Ｖ
」 


 

ワ
ッ
ク
株
式
会
社 


 

ガ
リ
レ
オ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
ガ
リ
レ
オ
Ｘ
） 

「
共
感
覚
の
ミ
ス

テ
リ
ー 

音
や
文
字
に
色
を
感
じ
る
！
？
」 

 

● 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ 


 

A
b

e
m

a
T

V
 


 

A
b

e
m

a
P

rim
e
 

  

 
 

第
二
節 

新
聞 

 

● 

朝
日
新
聞 

● 

山
陽
新
聞 

  
 
 

第
十
章 

会
社
、
商
業 

 

● 

ツ
ア
ー
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム 
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第
十
一
章 

芸
能
界
、
文
化
人 

 

● 

ザ
・
ギ
ー
ス
（
芸
人
） 

 

■
細
か
な
コ
ン
テ
ン
ツ
ご
と
の
関
連
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下

の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

知
覚
・
共
感
覚
関
連
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
は
こ
ち
ら 

 

精
神
疾
患
関
連
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
は
こ
ち
ら 

 

言
語
学
関
連
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
は
こ
ち
ら 

 

神
道
・
仏
教
関
連
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
は
こ
ち
ら 

 

和
歌
関
連
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
は
こ
ち
ら 

 

余
情
会
関
連
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
は
こ
ち
ら 

 

作
曲
・
音
楽
関
連
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
は
こ
ち
ら 

    

第
二
編 

協
力
要
請
者
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、
出
版
者
か
ら
の
協
力
要
請 

  
 

第
一
部 

協
力
方
法 

  

岩
崎
純
一
に
よ
る
協
力
要
請
者
等
へ
の
協
力
は
、
原
則
と
し
て
、
要
請
者
と

岩
崎
純
一
ま
た
はIJ

A
I

が
直
接
会
合
、
電
話
、
メ
ー
ル
、
文
書
等
で
や
り
取
り

す
る
こ
と
に
よ
り
打
合
せ
た
上
で
、
大
学
・
研
究
機
関
等
で
の
講
義
や
実
験
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
取
材
へ
の
参
加
等
を
、
必
要
と
あ
ら
ば
要
請
者
が
指
定
し
た

施
設
等
（
大
学
、
研
究
機
関
、
各
種
施
設
、
会
場
、
喫
茶
店
等
）
に
出
向
く
こ

と
に
よ
り
行
う
。 

 

但
し
、
後
述
の
女
性
専
用
施
設
の
閲
覧
室
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
女
性
研
究

者
等
、
一
部
の
女
性
か
ら
の
入
室
・
閲
覧
希
望
に
限
っ
て
認
め
る
。 

  
 

第
二
部 

協
力
を
受
け
ら
れ
る
者 

  

岩
崎
純
一
か
ら
の
協
力
を
得
る
に
は
、
次
の
条
件
を
全
て
満
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

但
し
、
協
力
要
請
者
等
と
し
て
で
は
な
く
、
別
途
定
め
る
利
用
者
と
し
て
簡

易
な
質
疑
、
相
談
等
を
岩
崎
に
送
付
し
回
答
を
求
め
た
の
み
で
あ
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
く
、
送
付
し
た
質
疑
、
相
談
等
と
同
程
度
の
簡
易
な
回
答
を
岩

崎
よ
り
無
償
で
得
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

● 
 

初
回
の
要
請
に
お
い
て
、
実
名
を
提
示
で
き
る
者
（
提
示
の
手
段
は
、
会

合
に
お
け
る
口
頭
提
示
、
電
話
、
メ
ー
ル
、
文
書
等
の
い
ず
れ
で
も
可
。） 

● 
 

講
義
や
実
験
参
加
へ
の
協
力
要
請
で
あ
る
場
合
、
自
身
の
所
属
先
（
大
学

等
の
法
人
組
織
と
そ
の
研
究
室
等
）
を
直
ち
に
提
示
し
、
岩
崎
に
協
力
を
要

請
す
る
講
義
や
実
験
参
加
の
内
容
、
明
細
を
早
期
に
提
示
で
き
る
者 

● 
 

取
材
へ
の
協
力
要
請
や
『
全
集
』
の
一
部
の
刊
行
の
提
案
で
あ
る
場
合
、

自
身
の
所
属
先
（
出
版
社
、
制
作
会
社
等
）
を
直
ち
に
提
示
し
、
岩
崎
に
協
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力
を
要
請
す
る
取
材
や
刊
行
物
の
内
容
、
明
細
を
早
期
に
提
示
で
き
る
者 

  

ま
た
、
岩
崎
か
ら
の
協
力
を
得
る
に
は
次
の
者
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、

該
当
者
に
対
し
て
は
岩
崎
は
優
先
的
に
協
力
す
る
。 

 

● 
 

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（S

N
S

）
の
ア
カ
ウ
ン

ト
を
有
す
る
か
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い
る
か
、
そ
の
他
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
投
稿
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
か
を
利
用
し
て

い
る
場
合
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
お
い
て
実
名
で
（
氏
・
名
の
両
方
を
公
開
し

て
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
動
を
行
っ
て
い
る
者 

（
ア
カ
ウ
ン
ト
名
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
あ
っ
て
も
、
本
文
中
に
実
名
が
あ
れ

ば
可
。） 

● 
 

教
育
機
関
で
あ
る
場
合
、
一
条
校
（
大
学
、
高
等
学
校
等
）
、
専
修
学
校

（
学
校
教
育
法
第
百
二
十
四
条
）
、
各
種
学
校
（
同
法
第
百
三
十
四
条
）、
ま

た
は
そ
れ
ら
に
準
ず
る
施
設
を
有
す
る
学
校 

 

ま
た
、
協
力
要
請
者
等
と
岩
崎
と
の
間
に
取
り
交
わ
す
契
約
書
、
誓
約
書
、

同
意
書
等
の
書
類
の
文
言
は
、
口
語
に
お
け
る
慣
用
例
で
は
な
く
、
現
行
法
に

従
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

例
え
ば
、
協
力
要
請
者
等
が
岩
崎
の
著
作
権
の
一
部
の
譲
渡
を
受
け
た
岩
崎

の
著
作
物
の
適
切
な
扱
い
を
誓
約
す
る
旨
に
つ
い
て
、「
著
作
権
」
と
表
記
す
べ

き
と
こ
ろ
、
「
版
権
」
と
表
記
さ
れ
な
い
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。
「
版
権
」
と

表
記
す
る
場
合
、
旧
法
に
お
け
る
版
権
と
同
等
の
権
利
範
疇
と
、
現
代
口
語
に

お
け
る
慣
用
上
の
権
利
範
疇
の
、
い
ず
れ
を
示
し
て
い
る
か
が
不
明
確
と
な
る
。 

協
力
要
請
者
等
の
側
が
原
案
を
作
成
し
、
岩
崎
に
提
示
し
、
ま
た
は
署
名
捺

印
・
記
名
押
印
を
要
求
す
る
書
類
で
、
表
記
に
不
備
が
あ
る
場
合
、
岩
崎
は
訂

正
を
要
求
す
る
。
訂
正
が
見
ら
れ
な
い
場
合
、
契
約
等
を
拒
否
し
、
著
作
権
の

一
部
の
譲
渡
に
応
じ
な
い
場
合
が
あ
る
。 

  
 

第
三
部 

協
力
を
受
け
が
た
い
、
ま
た
は
受
け
ら
れ
な
い
者 

  
 
 

第
一
章 

協
力
を
受
け
が
た
い
、
ま
た
は
受
け
ら
れ
な
い
者 

  

協
力
要
請
者
が
次
の
い
ず
れ
か
の
者
で
あ
る
と
判
明
し
た
場
合
は
、
岩
崎
は

協
力
内
容
を
限
ら
れ
た
も
の
に
限
定
す
る
か
、
協
力
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。 

 

● 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
投
稿
可
能
な
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
か

を
利
用
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
全
て
に
お
い
て
実
名
を
公
表
し
て
い
な
い
者 

● 
 

実
名
が
公
に
な
っ
て
い
る
者
（
大
学
教
員
な
ど
）
で
あ
り
な
が
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
匿
名
（
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
や
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
）
の
み
で

活
動
し
て
い
る
者 

● 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
実
名
と
匿
名
と
を
不
適
切
に
使
い
分
け
て
い
る

者
、
及
び
そ
れ
ら
に
別
々
に
対
応
す
るS

N
S

ア
カ
ウ
ン
ト
を
所
持
し
て
い

る
者 

（
匿
名
で
の
公
的
通
報
、
情
報
提
供
、
学
術
的
相
談
、
私
生
活
上
の
相
談
等

は
除
く
。） 
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● 
 

デ
ィ
プ
ロ
マ
ミ
ル
で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ
る
非
認
定
学
校
や
団
体 

● 
 

反
社
会
的
、
暴
力
的
思
想
ま
た
は
教
義
を
標
榜
す
る
政
治
団
体
、
宗
教
団

体
、
人
権
団
体
の
構
成
員
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
思
想
ま
た
は
教
義
を
標
榜

す
る
者 

● 
 

暴
力
団
員
、
準
暴
力
団
員
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
反
社
会
的
、
暴
力
的
活

動
を
行
っ
て
い
る
者 

● 
 

前
科
あ
る
者
の
う
ち
、
刑
法
第
二
十
七
条
及
び
第
三
十
四
条
の
二
に
定
め

る
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
刑
の
言
渡
し
の
効
力
が
消
滅
し
、
刑
の
言
渡
し
に

よ
っ
て
失
っ
た
権
利
及
び
資
格
を
復
権
し
て
い
な
い
者 

  
 
 

第
二
章 

イ
エ
ロ
ー
リ
ス
ト
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト 

  

第
五
巻
を
見
よ
。 

 

第
四
部 

例
外
条
件 

  

次
の
者
は
、
例
外
的
に
協
力
要
請
の
資
格
を
有
す
る
。 

 

● 
 

岩
崎
純
一
に
は
実
名
を
提
示
し
て
い
る
が
、
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
実

名
の
公
表
が
著
し
く
躊
躇
さ
れ
る
か
、
自
治
体
、
警
察
、
人
権
保
護
団
体
等

か
ら
実
名
の
公
表
を
し
な
い
よ
う
推
奨
さ
れ
て
い
る
、
犯
罪
、
暴
力
、
虐
待

等
の
被
害
者 

● 
 

岩
崎
純
一
と
知
己
の
者
、
交
流
し
て
い
る
巫
女
等
で
、
実
名
以
外
の
職
階

名
、
社
家
名
、
源
氏
名
等
を
有
し
、
こ
れ
を
用
い
て
生
活
し
て
い
る
者 

● 
 

既
婚
女
性
で
あ
る
も
の
の
、
旧
姓
で
学
術
活
動
や
職
務
、S

N
S

、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
投
稿
を
行
っ
て
い
る
者
。
ま
た
は
、
離
婚
し
た
女
性
で
あ
る
も
の

の
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
元
の
夫
の
姓
で
同
様
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
者
。 

  
 

第
五
部 

特
殊
要
請
者
か
ら
の
協
力
要
請 

  
 
 

第
一
章 

精
神
に
障
害
を
有
す
る
者 

  

精
神
に
障
害
を
有
す
る
者
は
、
協
力
を
受
け
ら
れ
る
条
件
を
満
た
す
限
り
、

協
力
要
請
者
等
た
る
資
格
を
、
精
神
障
害
を
理
由
と
し
て
は
失
わ
な
い
。 

  
 
 

第
二
章 

身
体
に
障
害
を
有
す
る
者 

  

身
体
に
障
害
を
有
す
る
者
は
、
協
力
を
受
け
ら
れ
る
条
件
を
満
た
す
限
り
、

協
力
要
請
者
等
た
る
資
格
を
、
身
体
障
害
を
理
由
と
し
て
は
失
わ
な
い
。 

  
 
 

第
三
章 

一
般
国
民
生
活
と
は
異
な
る
言
語
・
文
字
体
系
、
暦
法
、
度
量

衡
、
慣
習
、
住
居
等
に
よ
っ
て
生
活
す
る
者
（
巫
女
等
） 

  
一
般
国
民
生
活
と
は
異
な
る
言
語
・
文
字
体
系
（
古
語
、
御
所
言
葉
、
巫
女

言
葉
等
）、
暦
法
、
度
量
衡
、
慣
習
、
住
居
等
に
よ
っ
て
生
活
す
る
者
（
巫
女
等
）

は
、
協
力
要
請
者
等
た
る
に
あ
た
っ
て
、
別
途
定
め
る
暦
法
等
の
規
定
に
従
っ
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て
、IJ

C
A

及
びIJ

C
W

の
提
供
要
請
、IJ

A
I

へ
の
協
力
要
請
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
提
供
要
請
、
そ
の
他
の
岩
崎
の
活
動
に
つ
い
て
の
要
請
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
但
し
、
太
陰
太
陽
暦
（
旧
暦
）
を
使
用
し
た
文
芸
等
、
一
部
の
著

作
物
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
は
な
く
、
要
請
や
岩
崎
と
の
デ
ー
タ
交
換
は
古

語
や
旧
暦
等
で
行
っ
て
差
し
支
え
な
い
。 

  
 

第
六
部 

海
外
か
ら
の
協
力
要
請 

  

海
外
に
居
住
す
る
日
本
人
及
び
日
本
国
籍
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
者
（
居
住

地
を
問
わ
ず
）
は
、
本
巻
で
述
べ
る
協
力
要
請
者
等
た
る
こ
と
が
で
き
る
。 

但
し
、
協
力
要
請
者
等
た
る
に
あ
た
っ
て
、
利
用
者
等
の
一
員
と
し
て
、
第

五
巻
で
述
べ
る
各
種
の
条
約
や
法
令
の
条
文
や
規
定
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ

モ
ン
ズ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
等
の
各
種
ラ
イ
セ
ン
ス
の
規
定
、
及
び
、
当
該
個
人
が

居
住
す
る
国
の
法
律
等
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

  

第
三
編 

「
岩
崎
純
一
総
合
ア
ー
カ
イ
ブ
」（IJ

C
A

）
及
び 

『
岩
崎
純
一
全
集
』（IJ

C
W

）
の
研
究 

  

協
力
要
請
者
等
は
、IJ

C
A

及
び

IJ
C

W

を
自
由
に
研
究
し
、
規
定
の
範
囲

内
で
こ
れ
ら
の
提
供
要
請
や
こ
れ
ら
に
関
す
る
質
問
等
を
岩
崎
純
一
に
送
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
IJ

C
A

に
は
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
の
一
部
を
収
録
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
オ
ー

プ
ン
ア
ク
セ
ス
と
し
て
提
供
さ
れ
た
学
術
的
成
果
は
、
【
8
系
】
に
収
録
し
た
。

但
し
、
非
公
開
の
研
究
成
果
（
公
開
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
博
士
論
文
を
除

く
学
生
の
論
文
等
）
は
、IJ

C
A

に
も
収
録
し
な
い
。 

 

第
四
編 

「
岩
崎
純
一
学
術
研
究
所
」（IJ

A
I

）
へ
の
協
力
の
要
請 

 

協
力
要
請
者
等
は
、IJ

A
I

自
体
を
も
自
由
に
研
究
し
、
規
定
の
範
囲
内
で

IJ
A

I

の
協
力
要
請
や
こ
れ
に
関
す
る
質
問
等
を

IJ
A

I

ま
た
は
そ
の
所
長
た
る

岩
崎
純
一
に
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
五
編 

「
岩
崎
式
十
進
分
類
法
」（IJ

D
C

）
の
研
究 

  

協
力
要
請
者
等
は
、IJ

D
C

を
自
由
に
研
究
し
、
規
定
の
範
囲
内
でIJ

D
C

の

提
供
要
請
や
こ
れ
に
関
す
る
質
問
等
を
岩
崎
純
一
に
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
六
編 

IJ
C

A

及
びIJ

C
W

の
提
供
等
に
関
す
る
具
体
的
要
請 

 

第
一
部 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
容
の
提
供
の
要
請 

  

協
力
要
請
者
等
は
、IJ

A
I

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
自
由
に
研
究
し
、
規
定
の
範

囲
内
で
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
要
請
や
こ
れ
に
関
す
る
質
問
等
を
岩
崎
純
一
に
送

付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
第
二
部 

閲
覧
室
へ
の
入
室
申
請
及
び
非
公
開
著
作
物
等
の
閲
覧
申
請 
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協
力
要
請
者
等
の
う
ち
、
第
三
巻
に
定
め
る
協
力
者
、
参
加
者
と
な
っ
た
者

は
、
第
六
巻
に
定
め
る
通
り
、
次
の
閲
覧
室
や
閲
覧
場
所
へ
の
入
室
、
及
び
、

担
当
外
の
女
性
施
設
に
保
管
さ
れ
て
い
る
岩
崎
の
非
公
開
著
作
物
等
を
含
む
著

作
物
等
の
閲
覧
を
岩
崎
に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

● 
 

IJ
C

A

及
びIJ

C
W

の
う
ち
の
非
公
開
の
製
作
物
・
著
作
物
を
紙
媒
体
ま

た
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
閲
覧
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
こ
れ
ら
を
居
住
女

性
に
提
供
し
、
女
子
教
養
と
女
子
生
活
を
充
実
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

岩
崎
に
許
可
を
得
た
寮
母
、
女
性
オ
ー
ナ
ー
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
の
手
に
よ
っ

て
、
女
子
寮
、
女
子
学
生
寮
、
女
性
専
用
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、
心
身
障
害
女
性

施
設
、
犯
罪
被
害
女
性
施
設
等
の
内
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
閲
覧
室
や
閲
覧

場
所
（
多
く
の
場
合
、
他
の
一
般
図
書
も
閲
覧
可
能
な
図
書
室
） 

  

但
し
、
こ
れ
ら
の
女
性
専
用
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
然
原
則
と
し
て
、
居
住

女
性
を
中
心
と
す
る
女
性
の
み
が
協
力
要
請
者
等
た
る
資
格
を
有
す
る
。
こ
れ

ら
に
特
別
に
出
入
り
す
る
男
性
警
備
員
や
、
加
害
者
た
る
男
性
親
族
等
は
、
そ

の
資
格
を
有
し
な
い
。 

閲
覧
室
を
設
置
し
た
寮
母
、
女
性
オ
ー
ナ
ー
、
女
性
ス
タ
ッ
フ
は
、
当
然
協

力
要
請
者
等
た
る
こ
と
が
で
き
る
。 

な
お
、
岩
崎
純
一
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
女
性
専
用
施
設

の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
、
シ
ス
テ
ム
室
の
機
械
的
構
築
及
び
電
子
的
構
築
を
行
い
、
遠
隔
管
理
を
含

む
管
理
を
行
う
一
方
で
、
施
設
全
体
及
び
閲
覧
室
の
運
営
に
は
関
与
し
な
い
。 

  
 

第
三
部 

書
籍
、
学
術
誌
、
論
文
の
出
版 

 

協
力
要
請
者
等
は
、
第
六
巻
に
定
め
る
通
り
、IJ

C
A

及
び

IJ
C

W

の
一
部

の
出
版
、
刊
行
の
提
案
を
岩
崎
純
一
に
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
六
巻
に
述
べ
る
通
り
、
岩
崎
純
一
か
ら
出
版
権
や
著
作
隣
接
権
等
の
譲
渡

を
受
け
る
契
約
を
締
結
し
て
岩
崎
の
著
作
物
を
販
売
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、
岩

崎
の
著
作
物
の
利
用
に
あ
た
っ
て
岩
崎
と
利
害
関
係
が
生
じ
う
る
契
約
を
締
結

し
よ
う
と
す
る
営
利
企
業
や
公
益
・
一
般
法
人
、
そ
の
他
の
法
人
、
ま
た
は
そ

れ
ら
の
使
用
人
（
岩
崎
の
書
籍
の
出
版
社
の
社
員
等
）
は
、
必
ず
明
確
に
そ
の

こ
と
を
書
面
で
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一
方
、
岩
崎
の
著
作
物
を
、
無
償
の
学
術
誌
・
学
会
誌
の
一
部
や
オ
ー
プ
ン

ア
ク
セ
ス
論
文
で
あ
る
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
別
途
定
め
る
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン
ズ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
等
に
従
っ
て
再
配
布
す
る
者
は
、
岩
崎
に

利
用
許
諾
を
改
め
て
得
る
必
要
が
な
い
。 

  
 

第
四
部 

新
た
な
著
作
物
の
執
筆
・
制
作
の
要
請 

  

岩
崎
に
新
た
な
言
語
の
著
作
物
の
執
筆
を
要
請
す
る
場
合
は
、
執
筆
を
要
望

す
る
意
図
及
び
そ
の
内
容
の
大
要
を
添
え
て
、
そ
の
旨
を
岩
崎
に
送
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

但
し
、
書
物
の
書
き
下
ろ
し
、
有
料
出
版
物
へ
の
寄
稿
等
の
要
請
で
あ
る
場
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合
は
、
前
項
の
書
籍
、
学
術
誌
の
出
版
に
関
す
る
規
定
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
当
該
著
作
物
に
関
し
て
岩
崎
が
保
持
す
る
出
版
権
の
刊
行
者
側

へ
の
全
面
的
な
譲
渡
及
び
刊
行
者
側
に
よ
る
出
版
権
の
排
他
的
な
独
占
を
要
求

す
る
場
合
（
岩
崎
に
よ
る
当
該
著
作
物
の
頒
布
の
阻
止
及
びIJ

C
W

へ
の
不
掲

載
を
要
求
す
る
場
合
）
は
、
そ
の
旨
を
、
契
約
の
締
結
時
の
み
な
ら
ず
、
契
約

の
締
結
の
前
に
文
書
で
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
以
外
の
い
か
な
る
場

合
も
、
岩
崎
は
当
該
著
作
物
に
係
る
著
作
権
の
全
部
を
保
持
す
る
。 

ま
た
、
岩
崎
に
言
語
の
著
作
物
以
外
の
著
作
物
の
制
作
を
要
請
す
る
場
合
も
、

同
様
に
そ
の
旨
を
岩
崎
に
送
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
制
作
の
可
否
及

び
契
約
内
容
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
相
談
す
る
も
の
と
す
る
。 

  
 

第
五
部 

IJ
C

A

・IJ
C

W

へ
の
自
作
の
収
録
の
要
望 

  

第
三
巻
を
見
よ
。 

  

第
七
編 

岩
崎
純
一
の
外
部
活
動
（
講
義
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
新
規
著
作

物
の
制
作
等
）
の
要
請 

  

二
〇
〇
四
年
一
月
十
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
四
年
四
月
二
十
四
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
十
月
十
六
日 

改
定 

 

二
〇
一
八
年
四
月
二
十
日 

最
終
改
定 

 

 
 

第
一
部 

概
要 

  

協
力
要
請
者
等
は
、
岩
崎
純
一
に
よ
る
大
学
、
研
究
機
関
、
各
種
施
設
に
お

け
る
講
演
、
講
義
、
授
業
、
講
話
会
、
座
談
会
ま
た
は
屋
外
活
動
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
等
の
実
施
や
こ
れ
ら
へ
の
協
力
の
要
請
を
岩
崎
純
一
に
送
付
す
る
こ

と
が
で
き
る
。 

仕
事
の
ご
依
頼
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
、
詳
し
く
は
次
の
目
的
別
の
説
明

を
一
読
さ
れ
た
い
。 

岩
崎
は
、
協
力
要
請
者
等
の
要
望
の
内
容
や
段
階
に
応
じ
て
、
一
件
ご
と
に

岩
崎
の
情
報
を
明
記
し
た
見
積
書
、
契
約
書
、
納
品
書
、
請
求
書
、
領
収
書
等

を
発
行
す
る
。
こ
れ
ら
の
書
類
へ
の
各
種
事
項
の
記
載
の
方
法
や
有
無
、
扱
い

等
は
、
各
種
の
税
法
等
に
従
う
も
の
と
す
る
。 

講
義
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
実
験
協
力
等
の
ご
依
頼
の
場
合
は
、
ご
依
頼
の
主

体
で
あ
る
大
学
や
研
究
機
関
、
事
業
主
に
よ
る
依
頼
書
、
契
約
書
等
の
発
行
を

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。 

  
 

第
二
部 

執
筆
・
講
義
・
講
話
・
ゼ
ミ
・
特
別
講
座
・
対
談
・
実
験
協
力
・

取
材
協
力
・
メ
デ
ィ
ア
出
演
等
の
依
頼
に
つ
い
て 

 

メ
ー
ル
に
て
そ
の
旨
を
お
送
り
願
い
た
い
。 

 
各
種
文
章
の
執
筆
、
大
学
な
ど
で
の
講
義
・
講
演
、
共
感
覚
者
と
し
て
の
心

理
学
・
神
経
科
学
な
ど
に
お
け
る
検
証
実
験
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
へ
の
参
加
、
テ
レ
ビ
の
取
材
な
ど
、
様
々
な
ご
依
頼
を
承
っ
て
お
り
、
ま
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ず
は
依
頼
の
大
ま
か
な
内
容
を
お
知
ら
せ
下
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 
予
算
、
振
込
方
法
（
銀
行
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
ゆ
う
ち
ょ
の
振
替
口
座
の
い

ず
れ
も
可
）
等
の
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
メ
ー
ル
に
記
載
い
た
だ
い
て
差
し
支
え

な
い
。 

 

大
学
・
研
究
機
関
で
の
岩
崎
純
一
の
講
演
な
ど
の
ご
依
頼
の
場
合
、
当
該
機

関
や
依
頼
者
の
情
報
（
所
在
地
、
電
話
番
号
な
ど
）
を
提
示
の
上
、
法
令
及
び

当
該
機
関
の
内
部
規
程
、
倫
理
審
査
等
に
従
っ
て
ご
依
頼
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
ご
依
頼
は
電
子
メ
ー
ル
に
て
仮
に
承
る
が
、
そ
の
後
、
正
式
な
依
頼
書
、

契
約
書
等
の
発
行
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。 

こ
れ
ま
で
の
活
動
総
覧
（
著
作
・
執
筆
、
講
義
・
ゼ
ミ
・
特
別
講
座
・
講
演
・

講
話
会
・
学
会
発
表
、
研
究
・
論
文
・
実
験
協
力
、
総
合
学
術
・
総
合
芸
術
活

動
、
学
術
・
芸
術
サ
ー
ク
ル
活
動
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
取
材
協
力
等
）
は
、
第
一

巻
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。 

 

● 

岩
崎
宛
て
に
直
接
ご
依
頼
を
お
送
り
い
た
だ
く
場
合 

メ
ー
ル
に
て
ご
依
頼
・
ご
要
望
の
内
容
を
お
送
り
い
た
だ
き
た
い
。 

 

● 

岩
崎
の
著
書
ま
た
は
岩
崎
が
寄
稿
し
た
学
術
誌
の
出
版
社
を
通
じ
て
ご
依

頼
い
た
だ
く
場
合 

岩
崎
の
拙
著
ま
た
は
岩
崎
が
寄
稿
し
た
学
術
誌
の
出
版
社
宛
て
に
岩
崎

へ
の
仕
事
の
ご
依
頼
を
送
付
さ
れ
た
場
合
、
出
版
社
の
担
当
者
よ
り
依
頼
内

容
が
転
送
さ
れ
て
き
て
い
る
た
め
、
出
版
社
を
通
じ
て
の
ご
依
頼
も
可
能
に

は
な
っ
て
い
る
。 

但
し
、
か
く
の
ご
と
く
、
岩
崎
に
直
接
依
頼
可
能
な
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

掲
載
し
て
い
る
た
め
、
可
能
な
限
り
直
接
依
頼
を
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
く
、

ま
た
そ
の
方
が
、
岩
崎
か
ら
も
早
い
返
答
が
可
能
で
あ
る
。 

 

第
三
部 

共
感
覚
関
連
の
研
究
者
や
学
生
か
ら
の
依
頼
に
つ
い
て 

（
共
感
覚
等
に
関
す
る
実
験
・
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
ア
ン
ケ

ー
ト
へ
の
協
力
の
依
頼
や
他
の
被
験
者
の
紹
介
の
依
頼
に
つ
い

て
） 

 

共
感
覚
に
つ
い
て
の
ご
質
問
の
ほ
か
、
共
感
覚
に
関
す
る
実
験
・
取
材
・
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
・
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
の
ご
依
頼
や
、
他
の
被
験
者
の
紹
介
の

ご
依
頼
も
、
随
時
受
け
付
け
て
お
り
、
ま
ず
は
一
度
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
あ
り
が

た
い
。 

こ
れ
ま
で
の
協
力
内
容
等
は
、
活
動
総
覧
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

特
に
、
学
部
学
生
の
卒
業
論
文
や
大
学
院
生
の
修
士
論
文
・
博
士
論
文
等
に

用
い
る
実
験
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
場
合
、
謝
礼
等
に
関
す
る

大
学
・
研
究
室
の
内
規
や
指
導
教
官
の
指
示
に
抵
触
し
な
い
限
り
、
多
く
は
無

償
で
協
力
し
て
お
り
、
個
人
メ
ー
ル
（
質
問
、
私
信
等
）
と
し
て
受
信
し
た
も

の
に
も
対
応
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
論
文
等
の
実
験
・
研
究
成
果
に
お
い
て
、
岩
崎
を
匿
名
で
扱
う
必
要

は
な
い
。
実
験
当
日
等
に
交
わ
す
同
意
書
に
も
、「
論
文
等
で
言
及
す
る
際
に
は

個
人
が
特
定
で
き
る
情
報
は
記
載
し
な
い
か
、“
被
験
者
Ａ
”
等
に
書
き
換
え
、

氏
名
は
匿
名
と
す
る
」
旨
の
記
載
も
必
要
な
い
。（
無
論
、
匿
名
扱
い
も
可
。） 
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但
し
、
大
学
・
研
究
室
の
内
規
（
研
究
協
力
に
際
し
て
の
承
諾
書
面
や
契
約

書
面
の
発
行
に
関
す
る
規
程
、
実
験
デ
ー
タ
の
被
験
者
へ
の
提
供
に
関
す
る
規

程
、
謝
礼
に
関
す
る
規
程
）
や
倫
理
審
査
、
指
導
教
官
の
指
示
は
、
必
ず
遵
守

す
る
よ
う
留
意
さ
れ
た
い
。 

（
学
生
が
実
験
デ
ー
タ
の
コ
ピ
ー
を
期
限
通
り
に
被
験
者
で
あ
る
岩
崎
に
渡
さ

ず
、
メ
ー
ル
で
の
要
求
に
も
応
じ
な
か
っ
た
た
め
に
、
指
導
教
官
に
直
訴
す
る

等
の
ト
ラ
ブ
ル
も
、
過
去
に
何
件
か
発
生
し
て
い
る
。
） 

 

ま
た
、
所
属
機
関
と
は
無
関
係
の
個
人
的
な
ご
依
頼
で
あ
っ
て
も
、
有
償
で

の
ご
依
頼
や
、
依
頼
者
・
被
験
者
間
に
お
け
る
法
的
に
高
度
な
契
約
の
締
結
を

伴
う
ご
依
頼
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
個
人
メ
ー
ル
（
質
問
、
私
信
等
）
と

し
て
で
は
な
く
公
式
メ
ー
ル
（
学
術
関
係
、
仕
事
の
依
頼
等
）
と
し
て
送
付
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。 

（
但
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
の
便
宜
的
な
要
望
で

あ
る
ゆ
え
、
内
容
に
よ
り
対
応
す
る
も
の
と
す
る
。） 

 

最
近
は
、「
被
験
者
数
が
足
り
な
い
た
め
、
他
の
被
験
者
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」

旨
の
ご
依
頼
も
多
い
。
こ
の
場
合
、
原
則
と
し
て
、
無
償
で
知
人
の
共
感
覚
者

等
の
中
か
ら
紹
介
し
て
お
り
、
手
数
料
を
請
求
す
る
こ
と
も
な
い
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
被
験
者
の
意
志
や
都
合
等
を
伺
う
必
要
も
あ
り
、
必
ず
し
も
ご
期
待
・
ご

要
望
に
お
応
え
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
点
は
、
ご
容
赦
願
い
た
い
。 

ま
た
、
同
様
の
ご
質
問
・
ご
依
頼
は
、
旧
日
本
共
感
覚
研
究
会
の
会
長
岩
崎

と
し
て
も
受
け
付
け
て
い
る
。 

 

第
四
部 

和
歌
等
の
特
殊
文
芸
作
品
の
購
入
・
使
用
の
要
望
、
和
歌
の
制

作
・
解
読
・
解
釈
の
依
頼
に
つ
い
て 

 

別
巻
の
次
の
事
項
を
参
考
に
、
メ
ー
ル
に
て
ご
依
頼
・
ご
要
望
の
内
容
を
ご

送
付
願
い
た
い
。 

 

● 

和
歌
の
購
入
・
使
用
の
要
望
、
和
歌
の
制
作
・
解
読
・
解
釈
の
依
頼 

● 

和
歌
の
詠
進
・
提
供
歴
、
和
歌
・
歌
書
・
古
典
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
・
仕

事
歴 

 

第
五
部 

楽
曲
等
の
無
形
芸
術
作
品
の
購
入
・
使
用
の
要
望
、
作
曲
・
編
曲

の
依
頼
に
つ
い
て 

 

別
巻
の
次
の
事
項
を
参
考
に
、
メ
ー
ル
に
て
依
頼
・
要
望
の
内
容
を
ご
送
付

願
い
た
い
。 

 

● 

楽
曲
の
購
入
・
使
用
の
要
望
、
作
曲
・
編
曲
の
依
頼 

● 

過
去
の
楽
曲
提
供
歴 

 

第
六
部 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
の
依
頼
に
つ
い
て 

 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
も
承
っ
て
い
る
。 

 

別
巻
の
次
の
事
項
に
、
岩
崎
が
扱
う
こ
と
の
で
き
る
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
言
語
・

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
等
を
列
挙
し
て
お
り
、
ご
参
考
の
上
、
メ
ー
ル
に
て
ご
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依
頼
・
ご
要
望
の
内
容
を
ご
送
付
願
い
た
い
。（
制
作
の
み
か
、
制
作
・
更
新
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
セ
ッ
ト
で
の
ご
依
頼
か
、
な
ど
。） 

一
番
参
考
と
な
る
の
は
、
当
「
岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
そ
の
も
の
で

あ
る
。
当
サ
イ
ト
に
使
用
し
て
い
る
技
術
に
関
す
る
ご
依
頼
は
、
ほ
ぼ
ど
れ
で

も
可
能
と
判
断
し
て
下
さ
っ
て
差
し
支
え
な
い
。 

現
在
は
、
常
時
五
つ
ほ
ど
の
法
人
・
団
体
・
個
人
サ
イ
ト
の
制
作
・
更
新
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る
。
ご
希
望
に
よ
り
、
サ
イ
ト
著
作
者
（
岩
崎
純

一
）
の
氏
名
を
サ
イ
ト
に
記
載
し
な
い
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。（
但
し
、
格
安
に

て
作
ら
せ
て
い
た
だ
く
個
人
サ
イ
ト
の
場
合
、
記
載
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り

が
た
い
。
） 

ご
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
一
度
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。 

 

● 

サ
イ
ト
・
コ
ン
テ
ン
ツ
制
作
環
境
、
使
用
パ
ソ
コ
ン
等 

 

第
七
部 

女
性
専
用
ウ
ェ
ブ
ス
ペ
ー
ス
及
び
岩
崎
と
連
携
し
て
い
る
女
性

専
用
施
設
と
そ
の
閲
覧
室
に
関
す
る
質
問
・
相
談
・
依
頼
、
及
び

岩
崎
か
ら
女
性
へ
の
逆
要
請
に
つ
い
て 

 

IJ
A

I

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
に
設
置
し
た
女
性
専
用
ウ
ェ
ブ
ス
ペ
ー
ス
、及
び
、

岩
崎
の
著
作
物
を
閲
覧
で
き
る
端
末
を
設
置
す
る
か
同
著
作
物
を
図
書
と
し
て

配
架
す
る
閲
覧
室
を
有
す
る
女
性
専
用
施
設
、
及
び
そ
の
閲
覧
室
に
関
す
る
ご

質
問
・
ご
相
談
・
ご
依
頼
は
岩
崎
ま
で
お
送
り
願
い
た
い
。 

ま
た
、
第
二
巻
及
び
第
五
巻
の
個
別
の
活
動
に
定
め
る
通
り
、
協
力
要
請
者

等
ま
た
は
利
用
者
等
の
う
ち
特
に
聡
明
な
女
性
に
つ
い
て
は
、
岩
崎
か
ら
依

頼
・
要
請
の
上
、
同
ウ
ェ
ブ
ス
ペ
ー
ス
及
び
閲
覧
室
へ
の
協
力
者
ま
た
は
運
営

者
と
し
て
登
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

 

第
八
部 

岩
崎
を
研
究
・
招
聘
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
の
特
記
事
項 

  

二
〇
一
四
年
六
月
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
六
年
二
月
二
十
一
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
六
月
十
日 

更
新 

 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
三
日 

更
新 

 

二
〇
一
八
年 

四
月
二
十
一
日 

最
終
更
新 

 

 

第
一
章 

研
究
の
ご
報
告
の
お
願
い
及
び
研
究
者
・
ご
研
究
内
容
の
リ
ス

ト
の
提
供
に
つ
い
て 

 

岩
崎
に
つ
い
て
、
著
書
、
学
術
論
文
、
博
論
、
修
論
、
卒
論
な
ど
を
お
書
き

に
な
っ
た
こ
と
、
講
演
、
講
義
等
を
さ
れ
た
こ
と
、
研
究
し
て
下
さ
っ
た
こ
と

の
あ
る
学
者
、
研
究
者
、
学
生
で
、
ま
だ
お
知
ら
せ
を
頂
い
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 

お
送
り
い
た
だ
い
た
場
合
、
ご
要
望
に
応
じ
、
岩
崎
を
研
究
し
論
じ
て
下
さ

っ
た
研
究
者
及
び
ご
研
究
内
容
の
リ
ス
ト
を
、
貴
殿
を
追
加
の
上
、
お
送
り
す

る
。
所
属
大
学
や
所
属
機
関
が
異
な
る
場
合
、
研
究
者
・
学
生
等
が
岩
崎
に
つ

い
て
の
論
文
（
特
に
、
学
術
的
・
社
会
的
価
値
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
ま
り
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な
い
卒
論
）
を
読
み
合
う
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
学
術
的
交
流
の
端
緒

と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

ま
た
、
今
後
岩
崎
に
つ
い
て
講
義
・
研
究
等
の
活
動
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方

も
、
岩
崎
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
リ
ス
ト
を
お
送
り
す
る
。 

 

 

第
二
章 
岩
崎
純
一
の
女
性
施
設
へ
の
招
聘
に
つ
い
て 

 

大
学
・
研
究
機
関
の
講
義
・
ゼ
ミ
・
特
別
講
座
等
の
講
師
と
し
て
岩
崎
を
（
所

定
の
手
続
き
の
上
で
）
招
聘
し
て
下
さ
っ
て
い
る
方
は
、
こ
の
項
を
特
に
お
読

み
い
た
だ
く
必
要
は
な
い
。 

 

一
方
、
一
般
女
性
を
中
心
と
す
る
岩
崎
に
つ
い
て
の
集
会
、
と
り
わ
け
「
岩

崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会
」
、「
続 

岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」、「
岩

崎
純
一
さ
ん
と
の
合
同
勉
強
会
」
の
三
大
女
性
サ
ー
ク
ル
の
女
性
メ
ン
バ
ー
へ

の
お
願
い
を
こ
こ
に
申
し
述
べ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
サ
ー
ク
ル
も
、
主
催
大
学
（
担
当
教
員
）
の
手
を
離
れ
て
以
来
、

他
の
岩
崎
関
連
の
サ
ー
ク
ル
と
同
程
度
に
自
由
度
は
増
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
の

割
合
は
、
大
学
関
係
者
・
学
生
よ
り
も
、
女
性
専
用
ウ
ェ
ブ
ス
ペ
ー
ス
に
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
ル
（
情
報
秘
匿
）
型
の
女
性
専
用
施
設
等

に
居
住
す
る

P
T

S
D

・
強
迫
性
障
害
・
性
被
害
・
Ｄ
Ｖ
被
害
等
の
一
般
女
性
が

多
く
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
女
性
専
用
施
設
（
女
性
寮
、
女
性
シ
ェ
ル
タ
ー
、
女
性
ソ
ー
シ

ャ
ル
ア
パ
ー
ト
）
に
岩
崎
を
お
招
き
い
た
だ
く
場
合
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
制
限
、
面
会
ス
ペ
ー
ス
・
時
間
の
制
限
、
外
出
の
制

限
、
郵
送
物
の
中
身
の
制
限
、
自
治
体
や
警
察
か
ら
の
要
請
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
の
規
則
や
公
的
な
要
請
を
守
っ
て
岩
崎
を
お
招
き
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。 

 

 

第
三
章 

女
性
に
よ
る
岩
崎
に
つ
い
て
の
研
究
・
執
筆
・
学
術
サ
ー
ク
ル

開
催
な
ど
の
優
勢
に
つ
い
て 

 

現
在
、
岩
崎
を
大
学
の
講
義
・
ゼ
ミ
に
招
聘
し
て
下
さ
り
、
ま
た
学
術
論
文
・

博
論
・
修
論
・
卒
論
の
テ
ー
マ
に
選
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が

女
性
教
授
、
女
性
研
究
者
、
女
子
学
生
、
Ｄ
Ｖ
・
犯
罪
被
害
女
性
専
用
施
設
の

女
性
ス
タ
ッ
フ
や
居
住
者
と
な
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、「
岩
崎
純
一
さ
ん
の
お
話
を
聴
く
会
」、「
岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い

会
」
、「
続 

岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」、
「
岩
崎
純
一
さ
ん
と
の
合
同
勉

強
会
」
等
の
サ
ー
ク
ル
の
主
宰
者
も
全
員
が
社
会
人
女
性
・
Ｏ
Ｌ
・
主
婦
や
女

子
学
生
と
な
っ
て
い
る
し
、
指
導
教
授
に
志
願
し
て
岩
崎
に
つ
い
て
の
会
を
開

催
し
、
ま
た
卒
論
を
お
書
き
下
さ
る
な
ど
、
女
性
の
活
動
が
顕
著
に
偏
っ
て
盛

ん
で
あ
る
。 

 

知
覚
・
共
感
覚
、
巫
女
と
の
和
歌
交
流
等
、
と
り
わ
け
女
性
が
好
む
学
術
テ

ー
マ
を
多
く
扱
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
か
と
存
じ
て
は
い
る
が
、
男
性
に
よ
る

研
究
も
ぜ
ひ
拝
見
し
た
い
と
考
え
て
い
る
次
第
で
あ
る
。 

 
第
八
編 

法
令
に
基
づ
く
表
示 
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二
〇
一
二
年
十
月
十
三
日 

起
筆 

 
二
〇
一
二
年
十
月
二
十
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
三
日 

最
終
改
定 

 

第
一
部 
「
甲
乙
」
の
定
義 

  

当
ペ
ー
ジ
に
記
載
す
る
「
甲
」
お
よ
び
「
乙
」
と
は
、
下
記
を
意
味
す
る
も

の
と
す
る
。 

 

◆ 

甲
・
・
・
乙
に
対
し
、
講
義
、
ゼ
ミ
、
特
別
講
座
、
講
演
、
講
話
会
、
学
術

研
究
・
調
査
、
実
験
協
力
、
著
作
物
の
執
筆
・
制
作
等
の
依
頼
を
行
い
、
こ

れ
ら
の
事
実
が
明
記
さ
れ
て
い
る
契
約
書
面
を
乙
と
の
間
に
締
結
し
、
こ
れ

ら
の
対
価
と
し
て
、
乙
に
対
し
謝
礼
、
報
酬
、
講
演
料
、
実
験
協
力
費
、
印

税
、
制
作
料
、
和
歌
詠
進
料
、
作
曲
料
等
の
名
目
で
金
銭
を
支
払
う
か
、
ま

た
は
、
乙
の
著
作
物
の
購
入
・
使
用
を
要
望
し
、
こ
れ
ら
の
事
実
が
明
記
さ

れ
て
い
る
見
積
書
を
乙
よ
り
受
領
し
、
注
文
書
を
乙
に
送
付
し
、
納
品
書
及

び
請
求
書
を
乙
よ
り
受
領
す
る
な
ど
し
て
、
著
作
物
の
対
価
と
し
て
、
乙
に

対
し
著
作
物
使
用
料
、
購
入
代
金
等
の
名
目
で
金
銭
を
支
払
い
、
領
収
書
を

受
領
す
る
法
人
ま
た
は
団
体
ま
た
は
個
人 

 

◆ 

乙
・
・
・
岩
崎
純
一
（
コ
ン
テ
ン
ツ
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
）
及
び
岩
崎
純

一
学
術
研
究
所 

 

 

第
二
部 

「
各
種
の
著
作
物
」
の
定
義 

  

第
五
巻
を
見
よ
。 

 

第
三
部 

謝
礼
等
の
支
払
い
に
つ
い
て 

  

乙
が
依
頼
を
受
け
て
い
る
仕
事
・
事
業
の
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
目

的
ご
と
に
遵
守
す
べ
き
法
令
等
も
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
随
時
注
意
、
相
談
さ

れ
た
い
。 

 

仕
事
の
見
積
依
頼
、
仮
依
頼
を
受
領
し
次
第
、
本
研
究
所
の
情
報
（
所
在
地
、

電
話
番
号
等
）
を
遅
滞
な
く
提
示
す
る
。 

 

乙
の
講
義
、
ゼ
ミ
、
特
別
講
座
、
講
演
、
講
話
会
、
学
術
研
究
・
調
査
、
実

験
協
力
や
各
種
の
著
作
物
の
制
作
依
頼
・
使
用
に
つ
い
て
甲
が
乙
に
支
払
う
対

価
が
、
謝
礼
、
報
酬
、
講
演
料
、
実
験
協
力
費
、
印
税
、
制
作
料
、
和
歌
詠
進

料
、
作
曲
料
、
著
作
物
使
用
料
等
で
あ
る
場
合
（
購
入
代
金
、
買
取
価
格
で
な

い
場
合
）、
民
法
や
各
種
の
税
法
の
み
な
ら
ず
、
依
頼
者
の
所
属
機
関
（
大
学
、

会
社
な
ど
）
の
内
部
規
程
に
も
注
意
さ
れ
た
い
。 

 

第
四
部 

個
人
情
報
保
護
方
針
及
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
表
示 

  

第
五
巻
を
見
よ
。
但
し
、「
甲
乙
」
は
、
前
述
の
協
力
要
請
者
等
と
し
て
の
そ
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れ
ら
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
第
九
編 

個
別
の
活
動
に
係
る
協
力
要
請
者
、
研
究
者
、
実
験
実
施
者
、
出
版

者
向
け
の
内
部
規
程
ま
た
は
注
意
・
留
意
・
表
記
事
項
の
策
定
及
び

そ
の
内
容 

  

二
〇
一
二
年
十
月
十
三
日 

起
筆 

 

二
〇
一
二
年
十
月
二
十
日 
公
開 

 

二
〇
一
五
年
五
月
十
三
日 
改
定 

 

二
〇
一
七
年
六
月
十
日 

改
定 

 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
三 

最
終
改
定 

 

第
一
部 

概
要 

  

第
五
巻
を
見
よ
。 

  
 

第
二
部 

日
本
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
、
脳
ブ
ー
ム
、
超
常
現
象
・

オ
カ
ル
ト
科
学
ブ
ー
ム
、
カ
ル
ト
・
新
宗
教
団
体
等
の
現
状
に
鑑

み
た
、
共
感
覚
等
の
扱
い
に
関
す
る
留
意
事
項 

  

第
五
巻
を
見
よ
。 

な
お
、
協
力
要
請
者
等
と
し
て
岩
崎
よ
り
協
力
を
得
ら
れ
る
者
は
、
当
該
留

意
事
項
を
的
確
に
理
解
す
る
者
に
限
ら
れ
る
。 

 

 

第
三
部 

統
合
失
調
症
、
不
安
障
害
、
解
離
性
同
一
性
障
害
、
発
達
障
害
、

共
感
覚
等
、
国
民
間
で
各
種
の
偏
見
問
題
や
実
在
性
・
信
憑
性
へ

の
疑
義
論
争
が
存
在
す
る
知
覚
様
態
・
精
神
疾
患
に
関
す
る
留
意

事
項 

  

第
五
巻
を
見
よ
。 

な
お
、
協
力
要
請
者
等
と
し
て
岩
崎
よ
り
協
力
を
得
ら
れ
る
者
は
、
当
該
留

意
事
項
を
的
確
に
理
解
す
る
者
に
限
ら
れ
る
。 

 

 

第
四
部 

精
神
疾
患
者
等
の
個
人
情
報
の
扱
い
、
お
よ
び
Ｄ
Ｖ
・
暴
力
・
虐

待
等
の
加
害
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て 

 

精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
研
究
関
連
の
巻
の
「
精
神
疾
患
者
等
の
個
人
情
報

の
扱
い
」、
及
び
「
Ｄ
Ｖ
・
暴
力
・
虐
待
等
の
加
害
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て
」
を

見
よ
。 

 

 

第
五
部 

公
的
機
関
の
相
談
窓
口
や
警
察
等
へ
の
相
談
・
通
報
の
重
要
性
に

つ
い
て 

  
第
五
巻
を
見
よ
。 

な
お
、
協
力
要
請
者
等
と
し
て
岩
崎
よ
り
協
力
を
得
ら
れ
る
者
は
、
当
該
重

要
性
を
的
確
に
理
解
す
る
者
に
限
ら
れ
る
。 
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第
六
部 

IJ
C

A

及
びIJ

C
W

の
編
集
・
編
纂
の
た
め
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内

の
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
、
及
び
、
岩
崎
純
一
と
連
携
し
て
い
る
各

女
性
専
用
施
設
と
そ
の
閲
覧
室
に
つ
い
て 

  

第
五
巻
を
見
よ
。 

な
お
、
協
力
要
請
者
等
と
し
て
岩
崎
よ
り
当
該
ス
ペ
ー
ス
に
関
す
る
協
力
を

得
ら
れ
る
女
性
は
、
当
該
ス
ペ
ー
ス
及
び
施
設
の
意
義
を
的
確
に
理
解
す
る
者

に
限
ら
れ
る
。 

 

 

第
七
部 

日
本
共
感
覚
研
究
会
に
関
す
る
留
意
事
項 

 

日
本
共
感
覚
研
究
会
で
は
、
共
感
覚
そ
の
も
の
の
研
究
よ
り
も
、
共
感
覚
を

巡
っ
て
起
き
て
い
る
社
会
現
象
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ブ
ー
ム
や
霊
感
商
法
）

の
社
会
学
的
追
究
に
注
力
す
る
。 

 

研
究
会
の
各
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
い
る
各
規
程
、
注
意
事
項
、
調
査
報
告
を

見
よ
。 

 

 

第
八
部 

超
音
波
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
東
京
に
関
す
る
留
意
事
項 

 

超
音
波
知
覚
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
東
京
に
関
す
る
著
述
内
の
以
下
の
解
説
を
見

よ
。 

● 

【
注
意
勧
告
】
当
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
疑
似
科
学
団
体
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
犯
罪

被
害
者
団
体
と
友
好
関
係
に
あ
る
か
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
事
例
に

対
す
る
注
意
勧
告
、
お
よ
び
統
合
失
調
症
や
妄
想
性
障
害
の
既
往
歴
・
現
病

歴
の
確
認
の
お
願
い 

● 

報
告
者
、
注
意
事
項
「
や
っ
て
い
い
こ
と
、
や
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
」、

最
低
限
の
物
理
学
的
知
識
の
学
習
の
お
願
い 

 

 

第
九
部 

岩
崎
式
日
本
語
に
関
す
る
留
意
事
項 

 

岩
崎
式
日
本
語
に
関
す
る
著
述
内
の
以
下
の
解
説
を
見
よ
。 

● 

言
語
の
概
要
と
研
究
会
（
岩
崎
式
日
本
語
に
触
れ
て
い
た
だ
く
際
の
注
意
点
） 

● 

岩
崎
式
日
本
語
の
使
用
者
の
方
々
向
け
の
注
記 

  
 

第
十
部 

よ
く
あ
る
ご
質
問
と
回
答 

  

二
〇
一
四
年
六
月
十
四
日 

起
筆 

 

二
〇
一
六
年
二
月
二
十
一
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
九
月
二
十
三
日 

最
終
更
新 

  

▼ 

Q. 

岩
崎
さ
ん
を
テ
ー
マ
に
卒
論
（
修
論
、
博
論
、
研
究
論
文
、
評
論
な

ど
）
を
書
き
た
い
の
で
す
が
、
対
談
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
許
可
は
頂
け
ま
す

か
？ 

（
類
似
の
ご
質
問
の
中
か
ら
一
例
を
挙
げ
、
原
文
マ
マ
） 



『岩崎純一全集』第四巻「序説、総記（四）」 

27 

 

 
● 
A. 

承
っ
て
お
り
ま
す
。 

私
を
テ
ー
マ
に
論
文
を
お
書
き
下
さ
っ
た
方
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
大
学
の
卒
論
と
大
学
院
の
修
論
・
博
論
が
最
も
多
く
、
学
生
に
は
優

先
的
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。
公
式
メ
ー
ル
（
学
術
関
係
、
仕
事
の
ご
依
頼

等
）
ま
た
は
個
人
メ
ー
ル
（
ご
質
問
、
私
信
等
）
に
て
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。 

 

▼ 

Q. 

私
は
大
学
生
で
す
が
、
大
学
で
岩
崎
さ
ん
を
お
呼
び
す
る
勉
強
会
を

開
催
す
る
に
は
、
大
学
へ
の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
か
？ 

（
類
似
の
ご
質
問
の
中
か
ら
一
例
を
挙
げ
、
原
文
マ
マ
） 

 

● 

A. 

基
本
的
に
は
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
大
学
に
お
尋
ね
下
さ
い
。 

例
え
ば
こ
れ
ま
で
、
大
学
の
授
業
の
コ
マ
や
ゼ
ミ
、
特
別
講
座
と
し
て
開

催
し
た
場
合
に
は
、
当
然
大
学
に
申
請
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。（
大
学
の

法
人
印
や
担
当
教
員
・
研
究
者
の
印
入
り
の
依
頼
書
を
ご
提
供
下
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。） 

一
方
、
会
場
が
大
学
の
一
般
向
け
の
自
由
教
室
・
談
話
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る

場
合
や
、
大
学
と
は
関
係
の
な
い
集
ま
り
（
複
数
の
大
学
の
友
人
ど
う
し
と

し
て
の
学
生
に
よ
る
開
催
）
な
ど
で
あ
る
場
合
に
は
、
ほ
ぼ
申
請
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
大
学
の
方
針
に
よ
り
ま
す
。 

ま
た
、
岩
崎
の
公
式
メ
ー
ル
（
学
術
関
係
、
仕
事
の
ご
依
頼
な
ど
）
や
個

人
メ
ー
ル
（
ご
質
問
、
私
信
な
ど
）
の
ペ
ー
ジ
、
法
令
に
基
づ
く
表
示
に
は
、

依
頼
の
仕
方
や
権
利
関
係
の
こ
と
を
詳
し
く
書
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

こ
れ
ま
で
に
私
を
研
究
し
て
下
さ
っ
た
り
講
義
・
ゼ
ミ
に
呼
ん
で
下
さ
っ

て
い
る
大
学
教
員
・
学
生
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
が
、
お
も
な
大
学
は
講
義
・

ゼ
ミ
・
特
別
講
座
・
講
演
・
講
話
会
・
実
験
協
力
を
行
っ
た
大
学
な
ど
の
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

     


